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アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）

１．大学の教育目的

　和歌山大学は，未来を自らの力で切り拓く社会人として，豊かな人間性とともに公共性を有し，

環境にやさしい高度な専門的知識・技術を修得し，地域にあっても国際化を推進できる資質を持

ち，そして，社会のニーズに的確に対応できる人材の育成を目的としています。

２．大学のアドミッション・ポリシー

（1）学問への探究心にあふれ，課題解決のため意欲的に取り組むことのできる人

（2）明確な目的意識をもつ人

（3）新しいことに積極的に挑戦する意欲をもつ人

教育学部

１．学部の教育目的

　本学部は，人間と教育に関する深い理解と，科学・芸術・文化に関する専門的知識にもとづき，

教育実践力を高めることで，次代を担う子どもたちの成長と発達を支援していくことのできる高

度な資質・能力をもった教員の養成を目的とします。

　この目的の実現をはかるために，初等教育コース・中等教育コース・特別支援教育コースの３

つのコースをおきます。こうすることでキャリアパスを明確にし，自分のめざすべき進路に応じ

た専門教育を受けることができるようにしています。

　初等教育コースでは，児童の発達や教科のつながりなどを総合的に捉え，小中連携の視野を持っ

た小学校教員の養成をめざします。子どもと教育に関する専門的な知識と技能を修得するととも

に，教育に関するさまざまな科学・研究分野を学びます。さらに，学校教育の基本的課題のみな

らず今日の学校内外で多発する複雑で深刻な教育問題に対応できる，総合的で実践的な教育的力

量を身につけます。　

　中等教育コースでは，教科（分野）の専門性を深めつつ，中学校・高等学校教員の養成をめざ

します。子どもと教育に関する専門的な知識と技能を修得するとともに，学校における各教科に

関する幅広く深い知識と専門的技量を修得します。さらに，文化の継承・発展という教育の基本

的課題に対応できる，総合的で実践的な教育的力量を身につけます。

　特別支援教育コースでは，学習に困難のある子どもや，発達が気になる子ども，障害のある子

どもなど，特別なニーズを有する子どもの教育について，専門的知識や理論を身につけながら実

践的な指導能力を養い，両者のバランスに優れた教員の養成を目的とします。最新の理論の修得

に加えて，在学中から実際に子どもと接する機会を多く持ち，体験を通して学ぶことを重視しま

す。

２．アドミッション ･ポリシー

　上記のような教育目的を達成するために，次のような意欲と資質をもった人を求めています。

全体に共通するものとして

（1）教員になりたいという熱意を持ち，子どもと共に学んでいく姿勢を持てる人	

（2）子どもの様々な特性を理解し，周囲の人々と協力して支援していくことができる人

  

初等教育コース

（1）児童の発達や教科のつながりを広く学んで，小学校の教員をめざす人
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（2）幼児教育と連携しつつ，小学校教育を考えたい人	

（3）小学校教育と中学校教育の連携・接続を意識しつつ，小学校教育を考えたい人

中等教育コース

（1）教科の専門性を深め，中学校・高等学校の教員をめざす人

（2）中等教育段階の生徒の発達と学習を意識しつつ，中学校・高等学校教育を考えたい人

特別支援教育コース

（1）特別支援学校教員をめざす人

（2）�幼稚園・小学校・中学校・高等学校において教育上特別なニーズを有する幼児・児童・生徒

に対しても適切な支援を行える教員をめざす人

（3）�教育学，心理学，臨床学，医学，福祉学など，関連諸科学を横断し幅広い知識・技能を修得

したい人

経済学部

１．学部の教育目的

　本学部は，経済学・経営学・会計学・情報学・法学など，多様化・複雑化する経済社会の問題

発見・解決に不可欠な社会科学の諸分野の教員を揃え，次のような人材の育成を目的とします。

（1）�基礎学力（幅広い教養と論理的思考力）と広い視野（社会科学の諸分野の専門知識と実務能

力）を礎として，多様で変化の激しい予測困難な社会を体系的に理解できる人材

（2）�個人の自立と他者との協働を図りながら，経済社会のさまざまな問題を真摯に受け止め，そ

の解決に向けて的確に判断し創造的・実践的・主体的に行動できる人材

　具体的には，金融業・サービス業・製造業などの各種産業や，公務・会計・税務・法務・商業

教育・調査研究等の分野において，国際社会および地域社会で活躍できる人材の育成を目指しま

す。

２．アドミッション・ポリシー

上記のような教育目的に基づき，次のような人を求めています。

（1）経済学・経営学・法学等を学ぶ上で必要となる幅広い基礎学力を有する人。

（2）�社会・経済における諸問題に関心を持ち，卒業後，専門知識を活かして関連分野で能力を発

揮したい人。

（3）主体的に学修し，新しいことに積極的に挑戦する意欲を有する人。

（4）�コミュニケーション能力を持ち，協調性があり活発に議論ができ，リーダーシップを有する

人。

また，特にスポーツ推薦入試では次のような人を求めます。

（5）�スポーツマネジメントに関心を持ち，関連する経営学・経済学などの専門領域の学修に積極

的に取り組める人。

（6）スポーツの実践・普及・振興に関心を有する人。　

	

３．入学者選抜の基本方針

　本学部では，一般入試（前期日程・後期日程）のほか，推薦入試・スポーツ推薦入試・社会人

特別入試・帰国子女特別入試・私費外国人留学生特別入試および第３年次編入試など，複数の入

学者選抜方式を採用することで，多様な人材の受け入れを目指しています。

（1）�一般入試（前期日程）では，大学入試センター試験で 5～ 6教科の基礎的・総合的学力をみ
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るとともに，個別学力検査では英語と数学を実施します。

（2）�一般入試（後期日程）では，大学入試センター試験で外国語を含む 2～ 3科目の基礎的な学

力をみるとともに，個別学力検査（小論文）の配点を大きくとることで，社会科学を学ぶ上

で必要な理解力（読解力）・論理的な思考力・表現力（文章力）に秀でた人を求めます。

（3）�推薦入試では，高等学校において優秀な学業成績を収め，かつ，社会科学を学ぶ上で必要な

理解力（読解力）・論理的な思考力・表現力（文章力）を有するとともに，高いコミュニケー

ション能力を有する人を求めます。

（4）�スポーツ推薦入試では，高等学校において優秀なスポーツ成績と良好な学業成績を収め，か

つ，社会科学を学ぶ上で必要な理解力（読解力）・論理的な思考力・表現力（文章力）を有

するとともに，高いコミュニケーション能力を有する人を求めます。

（5）�以上のほか，社会人特別入試・帰国子女特別入試・私費外国人留学生特別入試および第３年

次編入試を行い，多様な人材の受け入れを目指します。

システム工学部

１．学部の教育目的

　工学ではなく「システム工学」という学部名称には，教育対象の複合性・総合性が意識されて

います。したがって本学部の教育目的としてまず第一に，

（1）視野を広く持ち，技術を体系的に理解できる能力を養う

ことをあげなければなりません。

　しかし，初めて高等教育を受ける受験生に対して，総合力だけに重点をおくこともできません。

よって，

（2）専門領域に応じた基礎学力・基礎技術を確実に修得させる

こともまた必要です。すなわち，本学部では専門性にある程度の幅をもたせて科学技術の教育を

行うことを目的とします。

　「システム」にはまた応用性を重視するという意味合いも含まれています。

本学部では実学教育を旨とし，

（3）産業・社会のニーズに即応できる実践力を養うこと

も目的として掲げています。

　これには，知識と技術を実際の製造物に応用できる能力とともに，システムを開発・運用する

プロセスに必要なコミュニケーション能力を養うことも含まれます。

２．アドミッション・ポリシー

　前節で設定した教育目的を実現するため，本学部の受験生に対し，下記のようなアドミッショ

ン・ポリシーを掲げています。高等学校等で履修すべき具体的な教科・科目等については，入学

者選抜実施教科・科目を参考にしてください。

（1）工学系大学教育にたえるため，理数系の基礎知識と問題解決能力を求める。

（2）�システム工学特有の複合領域の大学教育に適合するよう，論理的思考力と状況判断力，さら

に高い倫理感を求める。

（3）今日の技術者・研究者に必要な英語力とコミュニケーション力の素養を求める。

−3−



観光学部

１．学部の教育目的

　21 世紀は「観光の時代」と言われ，世界のあらゆる国・地域で最も有望な成長分野として観

光が注目を集めています。わが国においても観光は戦略産業と位置づけられ，官民一体での「観

光立国」実現に向けた政策や取り組みが加速するなか，観光産業や行政の現場と密接に連携しな

がら，新しい観光学の創造および観光を支えるに相応しい豊かな教養と専門性ならびにグローバ

ル時代に対応したハイレベルな国際的・学際的視点を持つ観光人材の輩出が期待されています。

　このような背景のもと，観光学部では「観光経営」・「地域再生」・「観光文化」という３つの基

本領域（コース）の相互関係として観光学の学問体系の全体像を認識しつつ，このうちのいずれ

かの領域に主たる専門性（より深い教養）を発揮できる人材を養成することを目指します。

　現代社会で求められる実践的な諸課題に対しては，専門性を活かして応用することができる「包

括的対応力（ジェネリックスキル）」が必要です。英語による専門科目の履修機会を飛躍的に増

加させることにより，異文化コミュニケーション力を高め，グローバル化した社会状況への高度

な対応力を涵養することを重視します。さらに，地域の諸課題に取り組む実践型教育の機会を拡

充することにより，オンサイトでの創造的実践力を身に付けることを目指します。

２．アドミッション・ポリシー

（1）学問への探求心にあふれ，課題解決のために論理的に思考できる人

（2）明確な目的意識を持ち，新しいことに積極的に挑戦できる人

（3）高いコミュニケーション能力を持ち，リーダーシップを発揮できる人

（4）観光に関連する組織体の経営問題に関心がある人

（5）観光を通じた地域再生の問題に関心がある人

（6）国際的な交流や，国内外の様々な地域の文化に関心がある人

（7）�インターンシップやフィールドワーク調査などの学外実習に意欲的に取り組むことのできる

人

（8）大学で修得した知識を活用して社会で活躍したい人
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学　

部
学科・課程

入学

定員

募　集　人　員

一 般 入 試 特 別 選 抜

前　期

日　程

後　期

日　程

推薦

入試

(一般)

推薦

入試

(地域)

〔紀南〕

スポ

ーツ

推薦

入試

帰国

子女

特別

入試

社会

人　

特別

入試

ＡＯ

入試

私費

外国人

留学生

特別

入試

教
育
学
部

学校教育教員養成課程 165※ 100※

(備考１参照)

35※

(備考１参照)
20 10 － － － － 若干名

小　　　　　計 165 100 35 20 10 － － － － －

経
済
学
部

経 済 学 科 300 180 80 30 － 4 3 3 － 若干名

小　　　　　計 300 180 80 30 － 4 3 3 － －

シ
ス
テ
ム
工
学
部

シ ス テ ム 工 学 科 305 170 100 35 － － － － － 若干名

小　　　　　計 305 170 100 35 － － － － － －

観
光
学
部

観 光 学 科 120 55 35 25 － － － 2 3 若干名

小　　　　　計 120 55 35 25 － － 2 3 －

合　　　　　　計 890 505 250 110 10 4 3 5 3 －

※入学定員，募集人員については，［概算要求中］です。
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３．総合問題の出題内容

総合問題では，教科ごとの学習到達度だけではなく，問題に対する総合的な分析力・応用力を問います。

システム工学を学ぶにふさわしい能力・適性等を判断します。

出題内容は以下のとおりとします

学 科 科 目 名 出 題 内 容 注 意 事 項

システム工学科 記述解答問題 ものごとを科学的視点でとらえ， 筋道をたてて論

理的に分析し， その結果を総合的に判断して表

現する能力を問います。 具体的には，

○数学的思考を問う論述問題，

○図表を読み取る論述問題，

○物理的思考を問う論述問題

が出題されます。

○数学的思考を問う論述問題，

○図表を読み取る論述問題，

○物理的思考を問う論述問題

のうち， 2 題を選択して解答し

ます （選択は問題を見てから

決めることができます）。
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［５］平成 28 年度大学入学者選抜（大学入試センター試験）

における旧教育課程履修者に対する経過措置

　高等学校学習指導要領の改訂に伴う平成 28 年度大学入学者選抜（大学入試センター試験）における旧教育

課程履修者に対する経過措置については，下記のとおりとする。

　なお本経過措置は平成 28 年度限りの措置とする。

（科目選択の方法）

　「工業数理基礎」は，数学②において出題する「数学Ⅱ」，「数学Ⅱ・数学Ｂ」，「簿記・会計」及び「情報関

係基礎」の 4 科目と合わせ，計 5 科目のうちから 1 科目を選択解答する。

※「工業数理基礎」を選択解答できる者は，高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。）において，これ

らの科目を履修した者（大学入学資格検定試験合格者で，これらの科目に合格した者を含む。）及び文

部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科の修了 (見込み )者に限る ｡

※「工業数理基礎」は，旧教育課程履修者のための出題科目です。新教育課程履修者は「工業数理基礎」を

選択解答できないので注意すること。

（注）

新教育課程履修者

①�　高等学校（特別支援学校の高等部を含む。以下同じ。）に平成 25 年 4 月

に入学し，平成 28 年 3 月卒業見込みの者

②�　中等教育学校の後期課程に平成 25 年 4 月に進級し，平成 28 年 3 月卒業

見込みの者

旧教育課程履修者

上記以外の者

＊　高等学校等卒業者，高等学校卒業程度認定試験合格者又は合格見込者，大学入学

資格検定合格者，高等専門学校第 3 学年修了者又は修了見込者，外国の学校等修了

者又は修了見込者，在外教育施設修了者又は修了見込者，及び高等学校等を平

成 28 年 3 月卒業見込みであるが，入学は平成 25 年 3 月以前の者など，上記に該当

しない者

※　「新教育課程」とは，平成 25 年 4 月 1 日から適用された高等学校学習指導要領（平成 21 年文部科学省

告示第 34 号）に基づく教育課程及び平成 21 年 3 月 9 日文部科学省告示第 38 号の特例により定められ

た教育課程をいい，「旧教育課程」とは，従前の高等学校学習指導要領に基づく教育課程をいう。
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［１］学部の紹介

◎　教育学部

　教育学部は，その前身を明治期に発足した師範学校におく，本学でもっとも古い歴史をもった学部です。

昭和 24 年（1949）新制和歌山大学では学芸学部，その後，教育学部と学部名称は変わりますが，その間一

貫して教員養成を通じて地域社会に大きな貢献をしてきました。

　平成元年（1989）に教員養成以外にも視野を広げた，教員免許状取得を目的としない新課程を設置し，組

織や名称を変更しながら今日まで継承してきましたが，平成 27 年（2015 年）入学者をもって終了し，学校

教育教員養成課程に一本化しました。これは，少子化や学力低下，いじめや不登校など，深刻化し，複雑化

していく諸問題に対応するため，教員養成に学部の力を集約させることを狙った改革です。これまで新課程

が担った，学校の外への視点や幅広い教養を教員養成課程に取り込みつつ，これらの問題解決にあたること

を考えています。

　この課程には初等教育コース，中等教育コース，特別支援教育コースの３つのコースをおきます。このよ

うにキャリアパスを明確にすることで，自分のめざすべき進路にまっすぐに向かうことができるようにしま

した。もっとも，それぞれのコースは相互に関連しているので，それらをつなぐ視点も大切にしています。

具体的には幼・小連携，小・中連携を視野に入れ，さらに特別支援教育とつなぐなど，複数免許の取得も可

能です。

　本学部が力を入れていることの一つに，実践力の向上があります。これは単に「即戦力の養成」というの

とは少し違います。実際，多様な学校現場ですぐに役に立つ人材になるのは至難です。大切なことは，困難

な教育現場にあって，日々悩みながら同僚たちと協働して子どもの支援に向かう覚悟と姿勢を準備すること

です。

 そのためには，自主的で多様な教育経験が必要になります。教育実習はその最大のものですが，それ以外

にへき地複式実習のようなオプションの実習，経験豊かな現場教員の授業，さらには教育ボランティアや教

育系のサークルなど課外の活動も多く用意されています。これらを通じて，悩みながら成長し続ける教員に

なっていけるよう支援しています。

初等教育コース

　このコースは児童の発達や教科のつながりなどを総合的に捉え，小中連携の視野を持った小学校教員の養

成をめざします。子どもと教育に関する専門的な知識と技能を修得するとともに，教育に関するさまざまな

科学・研究分野を学びます。さらに，学校教育の基本的課題のみならず今日の学校内外で多発する複雑で深

刻な教育問題に対応できる，総合的で実践的な教育的力量を身につけます。

　このコースでは初等（小学校）の専門性を高めるために「初等エキスパート科目」を設定し，教職分野の

力や小学校教科の指導法および教科内容の力をつけます。また小中連携を意識した「小中連携科目」の履修

により校種間のつながりを意識した学びができます。このコースでは卒業要件として，〔小学校教員免許1種〕

の取得が課せられます。本人の希望により幼稚園教員免許や中学校教員免許，高等学校教員免許，特別支援

学校教員免許の取得が可能です。卒業後の進路としては，小学校を中心として，幼・中・高・特別支援学校

の教員のほかに，心理職，児童施設指導員，障害者施設指導員，公務員，大学院進学などがあります。

中等教育コース

　教科（分野）の専門性を深めつつ，中学校・高等学校教員の養成をめざします。子どもと教育に関する専

門的な知識と技能を修得するとともに，学校における各教科に関する幅広く深い知識と専門的技量を修得し

ます。さらに，文化の継承・発展という教育の基本的課題に対応できる，総合的で実践的な教育的力量を身

につけます。
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　このコースでは教科の専門性を高めるために「中等エキスパート科目」を設定し，教職分野の力や中学校・

高等学校教科の指導法および教科内容の力をつけます。このコースでは卒業要件として，［中学校教員免許

1 種］の取得が課せられます。本人の希望により小学校教員免許，高等学校教員免許，特別支援学校教員免

許の取得が可能です。卒業後の進路としては，中学校・高等学校を中心として，小・特別支援学校の教員の

ほかに，諸種の教育関係職，公務員，大学院進学などがあります。

特別支援教育コース

　このコースでは，特別支援教育に関する専門的な知識と技能を修得します。通常の教師としての資質を高

めながら，学習や発達に困難のある児童生徒や，心身に障害を有する児童生徒など，教育上特別なニーズを

有する子どもの指導，支援に関する高度な専門性を身につけることが目標です。

　授業では，特別支援教育に関する教育学，心理学，指導法，医療，福祉について，系統的な知識や技術を

学ぶとともに，教育の時代的な変化の背景にある思潮や，教育の原理，歴史についても学習し，表面的スキ

ルの修得に終わらない深い学びを目指します。さらに子どもと接する機会を多く設け，体験を通して学ぶこ

とができる授業を展開しています。

　このコースの卒業要件として，［小学校教員免許 1種］または［中学校教員免許 1種］の取得に加えて，［特

別支援学校教員免許 1種］を取得することになります。

　卒業後の進路は，幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の教員のほかに，福祉施設職員，公

務員，一般企業，大学院進学などがあります。

◎　経済学部

　本学部は，1922 年（大正 11 年）に創立された旧制和歌山高等商業学校以来の伝統を受け継ぎ，100 年近

くにわたって社会に多くの優れた人材を送り出してきました。この間，時代と社会の要請にこたえながら，

経済社会の理解に不可欠な学問分野である経済学，経営学，会計学，情報学，法学の教員を揃え，論理的思

考力，専門知識，実務能力，幅広い教養を有する人材の養成に努めてきました。卒業後の進路は，金融・製

造・流通・情報・公務など多様な業種にわたり，昨今の厳しい就職状況下でも就職率は高い水準を保ってい

ます。また，本学大学院経済学研究科修士課程に進学する学生もいます。優秀な成績を修めた学生は，3 年

次修了時点で大学院に進学できる制度が設けられています。

　近年の多様化・複雑化する社会においては，複数の学問分野にまたがる専門知識を活用し，一人ひとりが

他の人と協力しながら問題を発見・解決する能力が求められています。そのような能力・資質を身につける

ために，本学部のカリキュラムは，経済学，経営学，会計学，情報学，法学の各学問領域での体系的な学修

に加え，これらのうちのいくつかの学問領域の学修を組み合わせています。その上で，卒業後の進路におい

て必要となる専門知識や実務能力などを考慮して横断的な学問領域における授業科目を体系化しています。

学生は初年時から将来の自分の姿を思い描きながら主体的・計画的に学修を進めます。このカリキュラムで

は，学修目標とそれによって目指せる可能性のある代表的な進路を想定し，次の「プログラム」を設けてい

ます。

「グローバル・ビジネス＆エコノミー」

　グローバルな視点から経済領域・経営領域で種々の課題に対応できる能力を身に付け，グローバル企業，

国際機関，NPO・NGO などにおいて中心的な役割を担える人材となることを目指します。 

「企業分析・評価」

　企業の資金調達・運用から事業譲渡など，銀行の融資審査や証券会社の引受，会計事務所のコンサルティ

ング業務，一般企業のファイナンス関連業務などで企業価値の分析および評価を行うことができる人材とな

ることを目指します。
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「ビジネスデザイン」

　新たな視点から事業，企業の再活性化に取り組める能力を身に付け，企業の企画部門などにおいて，高い

企画力を持って組織変革や業務改善を担える人材や，起業家などを目指します。

「企業会計・税法」

　会計学及び税法の視点からの実務能力を身に付け，企業の経理・財務部門において，会計・法制度の知識

をもとに組織活性化の支援に取り組む人材や，税理士，公認会計士，不動産鑑定士，国家・地方公務員など

を目指します。

「地域公共政策・公益事業」

　地域社会における課題解決能力を身に付け，地域の活性化を支援する国家・地方公務員や，公益性の高い

事業主体の職員などを目指します。

「サステイナブル・エコノミー」

　経済における持続可能性を実現できる多様性・柔軟性を有する能力を身に付け，企業の CSR 関連部門，社

会的企業，環境 NGO・NPO などにおいて，多様な利害関係者と各組織の橋渡しとなれる人材となることを目

指します。

◎　システム工学部

　近年，科学技術の急速な発展に伴い，さまざまな工業技術が高度化・専門化してきました。また，一方で，

エネルギー，環境，情報のようにグローバルに変化する課題から地域の産業の再生や振興といった課題にも

対処することが要求されるようになってきました。前者は各専門分野の分化，後者は専門分野の統合・総合

化を示唆しています。

　このような状況の下にある産業界や社会の要請により柔軟に対応できるよう，システム工学部では平成

27 年 , これまでの 5 学科（情報通信システム学科，光メカトロニクス学科，精密物質学科，環境システム

学科，デザイン情報学科）を 1 学科（システム工学科）へと改組をおこないました。システム工学科には，

10 教育研究領域（メジャー）を設定し，学生自らが将来を志向し，自らの興味や資質に見合った領域を主

体的に選択することができます。具体的には，2 つのメジャーを選択することによってコースを構成し，学

科に相当する専門分野を学ぶことができます。これによりこれまでの学科の枠組みに固執することなく，広

範かつ柔軟な専門性をもった応用力・適用力が養われることが期待されます。以下に，各メジャーの教育目

的とともにいくつかのコースを示します。

・メジャー：機械電子制御

機械電子制御メジャーでは，幅広い視点から論理的思考をもって問題の解決にあたることができる技術者

をめざして，機械工学，応用数学などの素養を身につけた後，制御工学，ロボット工学などのシステム論

を用いた設計，運用に関する専門技術について学びます。

・メジャー：電子計測

電子計測メジャーでは，人々の生活や産業を支える情報のセンシングや処理システムを創造できる技術者

の育成をめざして，電気電子工学や光工学の基礎と，計測デバイスや計測情報処理などの要素技術，さら

にこれらを統合した計測システムについて学びます。

・メジャー：応用物理学

応用物理学メジャーでは，物質におけるナノスケールの世界を探求し，新しい材料やデバイスの開発に対

する社会のニーズに柔軟に対応できる能力を身につけられるように，物性物理学，材料科学，電子工学に

わたる専門分野を学びます。
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・メジャー：化学

化学メジャーでは，化学に関わる基本的法則を学んで物質に関する理解の基盤を作った後，ナノレベルの

世界における化学現象や法則，原子・電子レベルでの相互作用の発現や，新たな機能性物質の設計・開発

などの専門技術について学びます。

・メジャー：知能情報学

知能情報学メジャーでは，人間とコンピュータの新たな関係が再構築される時代において，科学者や技術

者として活躍できる人材を育成するための専門教育を行い，人工知能やロボット，視覚情報処理，コン

ピュータグラフィクスなどについて学びます。

・メジャー：ネットワーク情報学

ネットワーク情報学メジャーでは，インターネット上に構築される，新たな情報ネットワーク社会におい

て，科学者や技術者として活躍できる人材を育成するための専門教育を行い，モバイル通信や Web システ

ム，ビッグデータの解析などについて学びます。

・メジャー：環境科学

環境科学メジャーでは，環境を守り，育て，次世代に継承する人材の育成をめざして，環境破壊を未然に

防ぐ，自然災害から命や暮らしを守る，地球温暖化に対応する，美しい風景を創造するなど，持続可能な

社会の実現に貢献するための知識と技能を学びます。

・メジャー：環境デザイン

環境デザインメジャーでは，人と自然のよりよい関係を具現化できる人材の育成をめざして，自然から生

活空間にいたる環境を一体として捉え，自然再生，防災緑化，自然エネルギーなど自然と調和する技術，

景観保全やまちづくり，建築設計などの計画技術について学びます。

・メジャー：メディアデザイン

メディアデザインメジャーでは，メディアデザインと情報の双方の知識を持つ人材の育成をめざして，情

報技術としてのサウンドやビジュアルのデザイン，人間工学に基づくインタフェースデザイン，さらにそ

の基礎となるデザイン制作や企画方法について学びます。

・メジャー：社会情報学

社会情報学メジャーでは，人や社会を豊かにする情報システムを企画・設計する能力を身につけます。情

報技術に支えられた社会の仕組みを知り，新しい情報システムの可能性を探求するために，ソフトウェア

開発や高度なコミュニケーションについて学びます。

代表的なコースとそれを構成するメジャー，期待される就職先

コース名 メジャー名 期待される就職先

ロボティクス
機械電子制御

電子計測
機械・電機，自動車，精密機械

ナノテクノロジー
応用物理学

化学

半導体・電子部品，精密機器，化学・医薬品・

化粧品，素材

コンピュータサイエンス
知能情報学

ネットワーク情報学
情報・通信，IT サービス，電機

デザインシステム
社会情報学

メディアデザイン
情報・通信，IT サービス，出版・印刷

環境システム
環境デザイン

環境科学

公務員（土木，建築，造園），建築・住宅，環

境プラント

−32− −33−



環境化学
環境科学

化学
環境職公務員，環境測量士

電気電子工学
応用物理学

電子計測
電気電子メーカー，精密機械

知能機械システム
機械電子制御

知能情報学

自動車，電機，精密機械，生産機械，医療機器，

情報通信産業，ゲーム・アミューズメント

ネットワーク社会システム
ネットワーク情報学

社会情報学

情報通信，サービス産業，ゲーム・アミューズ

メント

○システム工学部では，スーパーサイエンスティーチャープログラムを設けます。

　これはシステム工学部卒業後，本学教育学研究科に進学し高校の理科の教員免許の取得を目指すコースです。

◎　観光学部

　21 世紀は「観光の時代」。世界のあらゆる国や地域で最も有望な成長分野として注目されるのが観光です。

日本においても観光は戦略産業と位置づけられ，官民一体での「観光立国」実現に向けた政策や取組が加速

するなか，観光産業や行政の現場と密接に連携しながら，新しい観光学の創造および観光を支えるに相応し

い豊かな教養と専門性，さらにはグローバル時代に対応したハイレベルな国際的・学際的視点を有する観光

人材の輩出がますます期待されています。和歌山大学観光学部は，観光教育研究における日本の，そしてア

ジアの拠点として，これらの人材養成に応えるべくさらに進化します。

観光学部の特色

① 観光学は人間の生活・文化に関わるあらゆる分野を総合した学問であることから，人文・社会科学から自

然科学までの幅広い分野を融合的・横断的に学ぶことのできる充実したカリキュラムを用意しています。

② 最先端の観光理論を学ぶことはもちろん，教員と学生が自治体と連携して地域課題の解決に取り組むプ

ログラムや海外の連携大学等と共同で取り組むエリアスタディ等の機会を通じて，社会の各方面から即

戦力として期待される実践力が身につきます。

③ ハイレベルな観光人材に相応しい教養の醸成を重視し「観光プロデュース論」「日本文化演習」などユニー

クな実践科目を配置するほか，グローバル・プログラムの導入を通じて国際化時代における言語面での

バリアフリー化を進めます。
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